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今日‐的な課題への考え方を門う

技術士第二次試験は、筆記試験と口

頭試験に分けて実施される。筆記試験

は選択科目(専門論文)と必須科目(―

般論文)か らなり、それぞれ与えられた

課題に対して論文形式で解答する。今

回はこのうち、「河川、砂防および海岸・

海剤 と「道路Jの専門論文の出題傾向

を紹介する。さらに、知識の整理方法

について解説する。 (本諄)

●2008暉の専門論文の問題
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とに答案用紙を替えて解答問題番号を明記し、それぞれ3枚以内にまと

めよ)

(Aグルーカ

I-1 源流部から海岸までの土砂管理の現状と課題、今後の目指すべき

方向性について整理したうえで、あなたの得意とする分野で具体的な課

題を設定し、それを解決するための具体的な推進策について述べよ。

I-2 近年の風水害の発生状況を踏まえ、河川、砂防、海岸分野のいず

(Bグルーカ
I二j 中小河川|(おおむね流域面積が200km2程度以下)における洪水

:「防御ヤ浸水被害軽減のための計画・対策のあり方について、大河川と比

較した場合あ中小河川の自然・社会的特性などを踏まえつつ、1冨
広く論

ぜよ。                                   .
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気候変動の影響がポイント

第二次試験の制度は2007年に大

きく変わつた。2007年と2008年の

出題内容を見ると、「河川、砂防およ

び海岸・海洋」と際罫各」はともに、1

間は専門科目に関する幅広い知識や

見識を問い、もう1間でより専門分野

に特化した知識や見識を問う内容と

要を、三つの観点すなわち「樹林化の原因IEtu、「治水機能確側 、「河

川環境の保全 0再生」ごとに示せ。ただし、内容が互いに一部重複して

も構わない。‐ :
次に、こうした調査・分析などの結果を踏まえ、この河道内樹林化ヘ

の対応策を検討・実施する際に、あなたが重要と考える事柄を、治水、

環境、河川管理、地域との関係の視点を含めて論ぜよ。

I二 5 ダムの試験湛水期間における安全管理の考え方を、コンクリート

ダム、フィルダムについて説明せよ。さらに、試験湛水中のコンクリート
ダムにおいて、基礎排水孔あるいは継ぎ目排水孔から安全管理卜、注意
が必要とされる基準を超える漏水があった場合の原因究明の手法、安全
性確認の手法、解決策について論ぜよ。
I-6 第四紀断層がダムに及ぼす影響を列記したうえで、ダムサイ

選定における考え方を説明せよ。また、第四紀断層調査の手順を、

討段階における留意点を含めて論ぜよ。

I-7 地球温暖化に伴う気候変動により、我が国では降水量の増大など

が懸念されている。こうした気候変動が土砂災害の発生に及ぼす影響に

ついて論じるとともに、これらに対する土砂災害対策の方向性と技術的

課題について、あなたの考えを述べよ。

I-8 大規模な崩壊などにより河道が閉塞し、天然ダムが形成された場

合に懸念される災害の形態について論じるとともに、その対策および留

意点について述べよ。

I-9 コンクリート構造の海岸堤防および護岸に関して、老朽化の現状、ヽ
老朽化に伴う形状の特徴を述べ、効果的かつ効率的な維持管理のあり方
について、技術者の立場からあなたの考えを述べよ。
I-10 高潮対策において海岸保全施設に求められる機能および性能を
それらの照査方法とともに述べ、自然環境に配慮した高潮対策の進め方
について諭ぜよ。

(イラスト:楢崎義倍)

なっている。

まず、「河川、砂防および海岸・海

洋」の出題傾向をみてみよう。

例年、AグループとBグループに分

けて出題され、各グループから1問ず

つ選んで解答する形式だ。

Aグループからは2間が出題され

ている。2007年 、2008年 ともに、

「河川、砂防および海岸・海洋」に関

する今日的な課題に対して受験者が

の

検

卜

各



どのように考えているのか、その基

本姿勢を問う内容となっている。こ

の出題傾向は、試験制度の変更前か

ら一貫して変わらない。従って、あ

る程度は予測が可能な設間でもある。

例えば、風水害の影響を踏まえて

被害を最小化する施策を答えさせる

2008年のAI-2(前ページの下を

参照)は、表現こそ異なっているが

2007年のAI-1の内容と同じだっ

た。「河川、砂防および海岸・海洋」

の分野で今、重要となっている課題

を絞り込んで考えれば、出題される

内容も読めてくる。

具体的には、気候変動に起因する

異常気象の増加と、それに伴う洪水

や大規模土砂災害。それらに関して

河川、砂防、海岸・海洋、それぞれの

分野で、具体的にどのような対策を

講じればよいのか、受験者自身の考

え方を求める設問だ。

自分が専門とする分野を選ぶ

Bグループからは、受験者の専門

性を考慮して河川、砂防、海岸・海

洋の各分野からバランスよく出題さ

れている。例年、河川で4問 (ダムに

関する設問2間を含む)、 砂防で2間、

海岸・海洋で2間と、合計8間が出題

されている。

幅広い専門性をアピールする意味

から、受験者の専門とする分野以外

の設間を選ぶという考え方もあるが、
.

ここでは無難に自分の専門分野の設

間を選ぶことを勧めたい。

2007年の制度改正によって、選択

科日では、その科目に関する専門的

知識に加えて応用能力が求められる

ようになった。その影響からか、

2007年以降、これまでになかった出

題傾向がみられる。

例えば、2008年のBI-4の設問

は、河道区間の長さや川幅、河床こう

配、周囲の植生や地形といった具体

的な条件が設間の中に示され、その

条件の下で具体的な対策を記述する

よう。受験者に求めている。

このような設間は、「土質および基

礎」などの選択科日では以前から出

題されていたが、「河川、砂防および

海岸・海洋」では従来は見られない

ものだった。2009年 も同様の出題が

予想される。

具体的に条件が設定された課題

は、2007年、2008年 ともに河川の分

野でそれぞれ1題が出題されたが、

今後はそれ以外の分野でも順次、増

えていくものと思われる。

特に2008年は、大規模地震によっ

て甚大な土砂災害が発生したことか

ら、砂防の分野でも具体的な災害規

模が指定された状況下での設間が予

測される。

一般論文に近いテーマが出題

次に、開罫劉 の出題傾向をみてみ

よう。

設問数はここ数年変わらず、6間が

出題されている。そのうち1間は必

須課題 (共通項目)と して出題され、

全員が解答する必要がある。

【道路】、

次の2問題(I-1、 I-2)について解答せよ。(問題ごとに答案用紙を替えて
それぞれ3枚以内にまとめよ)

I-1 コス
,卜抑制が強く求められる一方、社会資本として本来備えるべ

き品質も確保される必要がある。建設分野における品質確保を取り巻く

現状と課題を述べるとともに、品質を確保するうえで重要と考える方策
を二つ挙げ、それぞれについてその具体的内容と今後のあり方について、

あなたの考えを述べよ。

I=2 次の5設間のうち1設間を選んで解答せよ。(解答設問番号を明記

すること)

I… 2-1 近年、その特性から自転車交通が見直され、自転車利用の機

運とともに自転車を取り巻く安心・安全な交通環境を求める声も高まっ

ている。その背景および現状の課題についてそれぞれ述べ、これらを踏

まえて自転車を考慮した道路空間の実現に向けた取り組みについて、あ

なたの考えを述べよ。

I… 2-2 交通事故の半数以上および渋滞の3割以上が交差点で発生し

ている状況下で、信号交差点における安全で円滑な交通を確保するうえ

で重要な課題を三つ挙げ、それぞれの課題について効果的と思われる解

決策について、あなたの考えを述べよ。

I-2-3 道路工事における施工管理に関する以下の問いに答えよ。

(1)「工程管理」の意義と管理方法、「品質および出来形管理」の管理

手順と具体例についてそれぞれ述べよ。

0)IT技術を活用した施工管理の具体例を2例挙げ、それぞれについ

てその特徴と課題および今後のあり方について、あなたの考えを

述べよ。

IT2-4「舗装工事において発生したリサイクル材Jと「その他のリサ

イクル材」のそれぞれについて、舗装工事における再生利用の現状と課

題を述べるとともに、これらを踏まえて今後の再生利用のあり方につい

て、あなたの考えを述べよ。

I-2-5 盛り土工法に関する以下の問いに答えよ。

(1)軽量盛り十T法について、主な工法を2例挙げてその工法内容と

特徴を説明せよ。

9)補強土壁工法について、主な工法を1例挙げてその特徴を述べる

とともに、構造物として長期間安定して機能を発揮させるうえで

の留意点を三つ挙げて、あなたの考えを述べよ。
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内容は、開罫各」の枠組みを大きく

とらえており、建設一般の出題と類

似する設間となっている。

2008年は、「コスト抑制と品質確

保」をテーマとして、受験者にその具

体的方策と今後の在り方の解答を求

める設問だった。2007年は、時の話

題だった「道路特定財源の見直しに

関する具体策」をテーマとして、「真

に必要な道路とは何か」について、受

験者の意見を求めている。

いずれも、「道路」をめぐる今日的

な課題に対して、受験者がどのよう

に考えているのかを問うているもの

だ。今後もこの傾向は変わらないと

思われる。

Bグループからは、計画・設計系、

施工・維持管理系の問題がそれぞれ

出題されている。「河川、砂防および

海岸・海洋」のように専門に特化し

た出題ではなく、業務にかかわる状

況別に出題されている。選択は1間

なので、受験者の日常の業務に最も

近い問題を選べばよい。

計画・設計系での出題傾向を大き

くまとめてみると、交通予測、交通バ

リアフリー、道路線形計画などに分

類できる。また、施工・維持管理系

では、道路土工 (切 り土、盛り土の実

施にあたっての留意点、工法の特徴

など)、 舗装工事 (ア スフアルト舗装

やコンクリート舗装の特徴、今後の

方向性など)と いつたものが出題さ

れている。

レベルに応じキーワードをまとめる

専門論文の作成に当たって車要な

のは、題意に沿って論文を構成する

ことだ。設間で問われたこと (要求

事項)を漏らさず記述するには、下図

に示すように、設間の文言を引用し

て章立てを行うとよい。設間と論文

構成が一致していれば、要求事項に

漏れが生じることはなくなる。

ただし、章立てはできても具体的

な内容について記述できなければ論

文は完成しない。

試験当日は限られた時間内で具体

的な内容を記述することが必要とな

る。時間に制約がなければ誰でも書

くことはできるが、与えられた時間は

3時間30分だ。章立てした中味を時

間内にどれだけ充実させることがで

きるかが、合否の分かれ日となる。

合格するためにはいま一度、知識の

整理が必要だ。

知識の整理には、過去問題から

キーワードを抽出し、キーワードを

ベースとして背景、専門知識、応用能

力について体系的にまとめておく方

法がいいだろう。

過去間を整理することから

「河川、砂防および海岸・海洋」も

「道路」も、新たな設間は過去問題を

整理することで見えてくる。

例えば、土砂災害は砂防の問題と

して過年度から繰り返し出題されて

いる。また「道路」では、道路交通法

が改正されて自転車が歩道を走る自

由度が高くなったため、トレンディー

な問題として「自転車を考慮した道

路空間の実現に向けた取り組み」が

2008年に出題された。

体系表作成のポイントは、抽出し

たキーワードから論文構成を想定す

ることだ。例えば、次のような草立

てを考えてみる。

l.は じめに (背景)

2.○○の特徴、課題 (専門的知識)

3。 ○○のあり方 (応用能力)

4。 おわりに (総括)

●論文構成の考え方

問題 [河川]:② 徴を述べるとともに、透過型砂防えん堤の計画上

の留意点を述べよ。

論文構成

1.はしめに

2.近年の土砂災害の特徴    ル/
3。 透過型砂防えん堤の計画上の留意″点

4。 おわりに

云車を取り巻く安心・安全な

状の課題についてそれぞれ述≠ れらを踏まえて自転墓を煮慮上ム道墜窒Ш2実現L
向けた取り組みについて、ダ たの考えを述べよ(フ

敵 絨

1。 はじめに ″
        燿通警

石を求める背景および現状の課題
2。 自転車交通を取り巻く安心・安全な:

3.自転車を考慮した道路空間の実現に向けた取り組み

4. おわりに

問題 [道路]:近年、その特性から自1転41交通が見山:さ れ、自転車利用の機連とともに豊
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この章立てに対応した体系表を作

成することで、実際の論文作成がイ

メージできる。

体系表の具体的な内容は、受験者

の力量に応じて各自が必要と思う範

囲で整理すればよい。

細かなところまで書き込まなけれ

ば試験当日に論文を作成できない受

験者なら、内容を詳細に書き込むこ

とが必要だ。一方、個条書きレベル

で書き留めることで試験当日も題意

に沿って書けるのであれば、多くの

時間を割く必要はない。あくまで受

験者が納得いくレベルでまとめるこ

とが重要だ。

この体系表が完成したら、体系表

●体系表の例

[河川]

をもとに論文を書いてみよう。想定

通りに論文を書ければ体系表は完成

だ。書けないようであれば、より詳

細に内容を書き込む。この繰り返し

で専門科目への理解も進む。

下に、「土砂災害」、「自転車を考慮

した道路空間」をキーワードとして

作成した体系表の参考例を示す。ま

ずは体系表を作成するところから始

めてみよう。

次回は、「鋼構造およびコンクリー

ト」と「施工計画」の選択科目につい

て、専門論文の出題傾向と知識の整

理方法を示す。

●連載の目次●……………………………………………………………"・ :…………………

第 1回 技術士試験の心構えと2008年の出題傾向 (1月 9日号)

第 2回 専門論文の出題傾向と知識の整理① [河 |‖ 、道路](2月 13日号)

第 3回 専門論文の出題傾向と知識の整理② [鋼構造およびコンクリート、施工計画](3月 13日 号)

第 4回 受験申込書の書き方、専門論文の添削例① [道路、河川](4月 10日号)

第 5回 専門論文の添削例② [鋼構造およびコンクリート、施工計画](5月 8日号)

第 6回 国土交通白書の読み方、総合技術監理部門の添削例 (6月 12日号)

第 7回 一般論文の添削例、直前対策 (7月 10日号)

第 8回 経験論文の添削例① [建設コンサルタント](8月 14日号)

第 9回 経験論文の添削例② [建設会社、発注者](9月 11日号)

第10回 経験論文の添削例③ [総合技術監理部門](10月 9日号)

第11回 口頭試験対策① [建設部門](11月 13日号)

第12回 口頭試験対策② [総合技術監理部門](12月 11日 号)

・連続して透過型砂防えん堤を

芳重志鳥高嵩碁    撃
必要となる

割鶴縄蹴 翼壁簾
考えられる 1「 :手 :111:i li-1‐

.■

・河床変動計諄などltよって:連

続する砂防えん堤の開口幅な

どを検討する

,自転車だけにとらわiずt道路
お機能のうち壺商機能を念頭
に論述する必要がある :

・走行空間の分離
:防災面などを考慮した戦略的
な整備の実施

0環境面を考慮した取り組みなど

た
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